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用ウイックの開発を取り扱っている。平均粒径が 1000 μmおよび 180μmの SHの配合率および金属
粉末（SUS316L）の粒径を変えて金属多孔質焼結体を製作し，多孔質構造と燃料（メタノール水溶
液）の浸透速度および DMFC単セルによる発電性能との関係を検討している。CO2ガスを排出する
流路として平均粒径が 1000 μmの SHを 75 vol %以上混合して連通する大空孔を形成し，骨格には
原料の金属粉末間の隙間に由来する細孔に平均粒径が 180 μmの SHによる小空孔を導入することに
よってメタノール水溶液の毛管力による浸透速度を高めることにより，CO2 ガスの排出機能と液体
燃料の毛管力による輸送機能を同時に有するパッシブ型DMFCアノード極用ウイックとして有効な

































めに，平均粒径が 1000 μmのスペースホルダーを 75 vol %以上混合して連通する大空孔を二
酸化炭素の排出流路として形成した。さらに，骨格部に平均粒径 180μmのスペースホルダー
による小空孔を導入するとともに，金属表面をシリカ膜で被覆して，燃料（メタノール水溶
液）を速く安定してアノードへ輸送することで高い発電性能が得られることを明らかにした。 
４． 蓄電デバイス正極集電体用のアルミニウム多孔質焼結体の製造方法に検討を加え，マグネシ
ウム雰囲気中で焼結することにより，アルミニウム粉末表面の緻密な酸化被膜を還元し，さ
らに表層の融点を降下させることによって，これまで困難であった無荷重でのアルミニウム
粉末の焼結が可能なことを明らかにした。 
本論文は，金属多孔質焼結体の製造および応用に関して，新規で有用な知見を多く含んでおり，
学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価
値あるものと認める。また，平成２７年７月２７日，論文内容とそれに関連した事項について試問
を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
 
